第28960号　　　2008年12月3日                              　　　　　       教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　       　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人がわたしにと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 どまり、わたしもその人の中にとどまっているなら、そうい  

                                                                         う人は多くの実を結びます。わたしを離れては、あなた方は　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　                何もすることができないからです。　ヨハネ１５：５
　 　　　　　　　　　　慰めの主　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　「神は言われる、

　　　　　　　　　　　慰めよ、わが民を慰めよ」　　イザヤ書　４０章
有名なハンデルの聖曲メサイヤは上記の一句によって、その３時間にわたるオレトリオの大幕があけられてゆきます。
暗夜に、無希望の中にあえぐわが民をなぐさめよ。救主を示して、光を与えよ、希望を与えよと、こ
のクリスマス・シーズンに際して神の声が聞こえます。

養老院を訪れますと、ある教養ある白人が私の手をにぎり、「私は家族から見捨てられました。私を訪ねてくれる者は一人もありません。私は毎日、『神よ、この私をはやくあなたのもとに召して下さい』と祈っています・・・」とうったえます。日本人の私に、訪問の度ごとに幾度も、「プリーズ・カムバック・スーン」と云って名残を惜しんで呉れます。
当地においでになったO師のおはなしの中にも、救主、キリストを知らざる一世の方々で、若き方々には愛して貰えず、失望のどん底におち入りて自殺せられし方々が四名もありしとの事、実に悲劇です。暗黒です。

クリスマスが参ります。神が人となり、人類の間に顕われて下さいました。しかも馬小屋の中にお生まれになりました。彼は貧しく生きて、人の苦しみを自ら味って下さいました。彼は御自身の弟子によってうらぎられました。敵の力にわたされ、恥と苦難の極至を受けて人類の罪を御一身に負うて下さいました。斯くしてわれわれに平安となぐさめ、また救いを与えて下さったのでした。
　　　　　　　　　　　　親に捨てらるることありとも

　　　　　　　　　　　　　血をわけし者の忘るるとも

　　　　　　　　　　　　我に慕わしきイエス君あり

　　　　　　　　　　　　　主は常に我をかえりみ給う

　　　　　　　　　　　　ありえぬ事のみある浮世に

　　　　　　　　　　　　　一人変わらぬはイエス君なり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新聖歌六一二番
イエス・キリストこそ永遠に変わらざる私共のなぐさめ主であります。クリスマスシーズンに際し、

この貴き救主を心より信じ、心も、思いも、身も全く潔めてこのお方を心の内にお迎えなさいますように。そうすれば必ず新しき感謝と喜びの人となります。
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